
平成™˜年 月˜�日 木曜日 第œ˜œŸ号官 報
〇
外
務
省
告
示
第
四
百
八
十
四
号

次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
七
日
を
期
限
と
し
て
返
納
す

る
よ
う
命
じ
た
が
、
同
期
限
ま
で
に
返
納
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

左
記
冒
頭
に
記
載
の
年
月
日
に
効
力
を
失
っ
た
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
七
日

外
務
大
臣

中
曽
根
弘
文

失
効
年
月
日

発
行
年
月
日

旅
券
番
号

平
成
2
1年
８
月
2
7日

2
0
0
9年
７
月
９
日

Ｔ
Ｈ
9
6
5
3
2
5
3

〇
厚
生
労
働
省

農
林
水
産
省
告
示
第
四
号

食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の
高
度
化
に
関
す
る
臨
時
措

置
法
（
平
成
十
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
十
七
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
社
団
法
人
日
本
惣
菜
協
会
か
ら
事
務
所
の
所

在
地
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
三
条

第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

Å
添

要
一

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

一

変
更
前
の
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
十
番
地
六

二

変
更
後
の
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
四
丁
目
五
番
地
十

三

変
更
の
時
期

平
成
十
七
年
二
月
二
十
八
日

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
三
十
九
号

地
す
べ
り
等
防
止
法（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
域
を
地
す
べ
り

防
止
区
域
に
指
定
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

宮
城
県
土
平
地
す
べ
り
防
止
区
域

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
標

柱
十
四
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
十
四
号
と
標

柱
一
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

宮
城
県
岩
沼
市
志
賀

字
土
平

六
八
番

標
柱
一
号

六
六
番

標
柱
二
号

標
柱
三
号

五
六
番
一

標
柱
四
号

三
八
番
一

標
柱
五
号

三
九
番
一

標
柱
六
号

三
五
番

標
柱
七
号

一
〇
八
番

標
柱
八
号

一
一
〇
番
一

標
柱
九
号

一
〇
〇
番

標
柱
十
号

九
四
番

標
柱
十
一
号

九
〇
番
二

標
柱
十
二
号

八
〇
番

標
柱
十
三
号

七
六
番

標
柱
十
四
号

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
四
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

一

保
安
林
の
所
在
場
所

和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
大

字
湯
川
字
竹
垣
内
六
三
六
の
一
、
六
三
六
の
四
、
六
三

六
の
七
、
六
五
二
の
五
、
六
七
六
の
一
、六
七
六
の
四
、

六
七
六
の
五
・
六
七
六
の
六
・
六
八
五
の
一
・
六
八
五

の
二
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
和
歌
山
県
庁
及
び
高
野
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
四
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

一

保
安
林
の
所
在
場
所

和
歌
山
県
田
辺
市
本
宮
町
三

越
字
細
木
尾
二
六
八
六
、
二
六
八
七
、
二
六
八
八
（
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

細
木
尾
二
六
八
八
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
四
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

一

保
安
林
の
所
在
場
所

奈
良
県
吉
野
郡
上
北
山
村
大

字
河
合
五
六
二
の
一
、
五
六
二
の
二
、
五
六
四
の
四

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。大

字
河
合
五
六
二
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）、
五
六
二
の
二
、
五
六
四
の
四

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
奈
良
県
庁
及
び
上
北
山
村
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
四
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

一

保
安
林
の
所
在
場
所

奈
良
県
吉
野
郡
上
北
山
村
大

字
小
橡
六
八
〇
の
二
、
六
九
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
奈

良
県
庁
及
び
上
北
山
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
四
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

一

保
安
林
の
所
在
場
所

和
歌
山
県
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ

町
大
字
平
字
小
堂
峯
九
九
八
の
一
〇
か
ら
九
九
八
の
一

二
、
字
中
平
九
九
九
、
一
〇
〇
一
、
一
〇
〇
二
、
一
〇

〇
五
の
一
、
一
〇
〇
五
の
二
、
一
〇
〇
七
の
一
（
次
の

図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
〇
〇
八
、
字
檐
山
一
一

〇
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

小
堂
峯
九
九
八
の
一
〇
・
九
九
八
の
一
一

（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
字
中
平
一
〇
〇
七
の
一
、
一
〇
〇
八
・
字

檐
山
一
一
〇
三
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に

示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
和
歌
山
県
庁
及
び
か
つ
ら
ぎ
町

役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）
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